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■調査の名称
2025年度自転車交通安全教育情報サイト・アプリ設計準備調査研究事業

■調査の趣旨・目的

平素より自転車の利用促進・交通安全啓発に格別のご理解とご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、警察庁統計に基づく内閣府「令和5年度交通安全白書」にありますように、我が国における自転車が第一当事者又は第二当事者となった
交通事故件数が、令和4年度において6万9,985件で前年より291件増加している傾向や、全交通事故に占める自転車事故が増加傾向にあり、加えて
自転車対歩行者の事故が直近3年間増加しており、深刻な社会問題となっております。

我が国における自転車乗用環境は、諸外国と比べてまだ十分には整備されておらず、また自転車利用者の交通ルール・マナー教育につきまして
は、関係各位が様々にご尽力されておられるところではございますが、老若男女幅広い世代を対象に、隅々まで十分に行き渡っているとは言えな
い状態であると思われます。

こうした社会的背景を踏まえ、警察庁では令和6年7月8日に第1回『自転車の交通安全教育の充実化に向けた官民連携協議会』を立ち上げ、令和
8年4月1日付での自転車の交通違反に対する交通反則通告制度（青切符交付）の施行に向けて、「交通安全教育」「違反取締」「交通規制」の3項
目を推進することで、事態の改善を目指しているところです。

＊警察庁主宰『自転車の交通安全教育の充実化に向けた官民連携協議会』構成員名簿
https://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/bicycle/kyougikai/01/siryou02.pdf
＊また弊会は、自転車活用推進本部主宰『自転車活用推進官民連携協議会』構成団体の一員でもございます。
構成団体 https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/jitensha-kyogikai/index.html

この度、両官民協議会の一員である弊会（一般財団法人日本自転車普及協会）が主体となり、競輪機械振興補助事業（https://www.jka-
cycle.jp ）の補助を頂いて、誰もが自転車交通安全ルール・マナーを正しく理解している社会の実現に向け、実効性のあるカリキュラムを策定す
ると共に、その普及を図るシステム・ツールを開発・確立するための調査研究を、2024年度からの3か年計画で実施しております。

次頁より、2年目となる2025年度（令和7年度）の事業実施内容および成果物についてご報告いたします。皆様方におかれましては、今後の自転
車交通安全事業について、ご参考にしていただけましたら幸いです。

https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/jitensha-kyogikai/index.html
https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/jitensha-kyogikai/index.html
https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/jitensha-kyogikai/index.html


はじめに

3

■本年度（2025年度）の実施内容と事業成果

初年度（2024年度）に実施した自転車交通安全教育の実態把握（網羅調査・抽出調査）の成果をベースに、第2年度目とな
る2025年度は以下の取り組みを実施し、社会実装に向けた具体的な仕組みを構築いたしました。

(1) 専門情報サイト「自転車ルール.jp」の制作と公開
2026年春から本格施行される「自転車青切符制度」への理解促進を主軸としつつ、幼児から高齢者ま

でを6つのライフステージに分類。各世代の実際の事故傾向という客観的データに基づいた、実効性の
ある推奨カリキュラムを整理・体系化しました。これらの情報に加え、全国の自転車交通安全教室の検
索機能を実装したポータルサイト「自転車ルール.jp」を制作・公開いたしました。

(2) アプリ開発に向けた設計準備と要求定義
次年度（2026年度）に開発・提供を予定しているスマートフォンアプリについて、その仕様と要求定

義を策定しました。単なる情報発信にとどまらず、全国の自転車安全指導団体が現場で抱える「効果的
な教材の不足」や「習熟度・効果測定の困難さ」といった課題を解決するため、クイズ出題機能や公式
スコアによる習熟度認定機能（自転車交通安全界のTOEIC構想）を備えた「B to B to C」モデルのプ
ラットフォームとして、アプリの全体設計を完了いたしました。

■本報告書の構成について

本報告書では、上記R7年度事業の成果物である「WEBサイトの構成・機能詳細」および、次年度に向けた「制作アプリの
要求定義・画面遷移図」等について詳細に取りまとめております。
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事業概要・与件の整理
－本事業によって「目指すべき姿」と「現状」の整理

本事業の目指すべき姿としての大目的と、現状の関係を次のように整理し、
この「現状」と「目指すべき姿」の差分をいかに埋めるための具体的な道筋を「当面の三カ年計画」として
設定した。（※三カ年計画については後述）

3か年計画取組初年度の現状（2024年時点）

✔ 官民で自転車交通安全教育に対する取り組みは行われて
いるが、国内での取り組みの実施状況や、各取り組みの
課題、また有用性についての網羅的な情報整理が行えて
いない状況

✔ 自転車が第一当事者または第二当事者となる事故が
近年増えており、自転車利用者の交通ルール、マナー
教育も十分とは言えない状況

✔ 自転車が第 1 当事者または第 2 当事者となる交通事故
（自転車関連事故）の件数が 交通事故件数全体の
23.5％を占めるという状況（ 警察庁交通局の統計数値より）。

大目的・最終的に目指すべき姿

✔ 自転車交通安全教育に対する取り組みの実施状況や、
各取り組みの課題、また有用性についての網羅的な情報
整理と検証が行われ、実用的なプログラムに体系化され
ている。

✔ 誰もが自転車交通安全ルール・マナーを正しく理解して
いる社会

✔ 自転車が第 1 当事者または第 2 当事者となる交通事故
（自転車関連事故）の件数が 交通事故件数全体の●％以
下（※）となる社会

※‥具体的な数字目標は現時点では決められず、3か年計画終了時に設定
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①現状の把握
情報整理

自転車交通安全ルール
マナー向上プログラム

生活者

自転車交通安全所管・啓発組織
（警察庁・日本自転車普及協会ほか）

③カリキュラムの公開
効果的な発信・訴求

②カリキュラムの整理・体系化
＆実施団体内での共有/共創

情報媒体

⑤カリキュラムに対する
フィードバック

⑧中期目標の設定
⑦効果検証
└受講後追跡定点調査
└事故者データとの照会

事業概要・与件の整理
 -三カ年計画後のアクションプラン（概念図）

⑥カリキュラムの改良

④カリキュラム
受講者データの蓄積

大目的・最終的に目指すべき姿を「誰もが自転車交通安全ルール・マナーを正しく理解している社会」と定義した
とき、直近の三年間で実行すべきアクションプランを下記の①～⑧の順に整理した。

※事項にて①～⑧を三カ年に分けて実施するスケジュールを、次頁にて具体的に詳述。

このサイクルの先に
最終的な目指す姿(p3)に到達
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事業概要・与件の整理
‐三カ年計画後のアクションプラン（スケジュール）

実施年度 No. アクション内容 アクション実施後に目指す状態

1年目
（R6）

① 現在の実施状況の把握と情報整理
・国内における自転車安全教室、講習会などの実態を網羅的に把握できており、それら
の取り組みの「実施内容」「有用性」「課題」についての情報が整理されていること

2年目
（R7）

② カリキュラムの体系化 および 共有・共創
・前年度調査で得られた知見をもとに、自転車利用者の交通ルール・マナーアップに対
して有用で効果的なカリキュラムが、対象（幼児・学生・一般・高齢者など）ごとに策
定され、体系化されていること。

③－①
カリキュラムの公開 効果的な発信・訴求
（Web）

・体系化されたカリキュラムを含む自転車交通安全教室についての情報が、誰でも自由
にアクセスされるように公開されていること。

・体系化されたカリキュラムを含む自転車交通安全教室についての情報を、効果的に情
報発信できる仕組み・ツールのプランニングが出来ていること。（スマートフォンアプ
リ等）

④ カリキュラム受講者データの蓄積
・体系化されたカリキュラムが全国の自転車安全教室を行う団体（官民問わず）と共有
され、随時意見交換やフィードバックが得られる環境が整備されていること
・フィードバックを元にカリキュラムを改良できる環境が整っていること
・改良、ブラッシュアップされた情報が定期的にメンテナンスされる環境が整っている
こと

⑤ カリキュラムに対するフィードバック

⑥ カリキュラムの改良・情報公開のメンテナンス

3年目
（R8）

③ー②
カリキュラムの公開 効果的な発信・訴求
（アプリ）

・体系化されたカリキュラムを含む自転車交通安全教室についての情報が、スマート
フォンアプリなどで発信されている

⑦ 目標設定・中期アクションプラン策定

・大目的「国内における自転車に関する交通事故を減らすこと」について、本事業（3
か年）終了後の新たな目的・目標設定ができていること
例）当カリキュラムの普及率、実施率、情報へのアクセス数、自転車事故の発生数 な
ど

⑧

効果検証

・新たに設定された目的・目標についても、定期的にその達成度を測ることができる環
境が整えられ、必要に応じてカリキュラム自体も見直しができる体制となっていること

└受講後追跡定点調査

└事故者データとの照会
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前項で整理した①～⑧のアクションプランを三か年に分け実施するスケジュールを以下のように設定した。
今年度は②～⑥を実施し、WEBサイトの作成来年度以降の効果検証とアプリ公開に向けた準備実施した。



R7年度事業の実施内容
‐実施方針

取組①Webサイトの作成

今年度は自転車交通安全に特化したWEBサイトを作成し、「青切符制度」、「全国の自転車交通安全教室」、「ライフス
テージ（6類型）別のカリキュラム」の情報を主としてまとめ上げ、閲覧者である一般ユーザーに有益な情報を配信いたし
ます。

上記と並行して、アプリの使用を固め、次年度に向けた準備を行います。

ライフステージごとに異なる自転車
安全講習をわかりやすくマッピング。

実施方針

R7年度は以下の３つの取り組みを実施し、誰もが自転車交通安全ルール・マナーを正しく理解している社会に
向け、実施方針を決定した。

取組②カリキュラムの作成と掲示 取組③アプリの概要決定

2026年春から本格的に施行される
「自転車青切符制度」導入に向け、制度
の内容を紹介するWEBサイトを作成し公
開する。

青切符制度に関して理解を深める学習コ
ンテンツを盛り込む。(※一部R8年度に公
開)

青切符制度以外にも、基本的な自転車交
通ルールを掲載する。

各ライフステージごとの自転車交通安全
に関する課題や特徴をまとめあげ、それ
ぞれに対応する代表的な交通安全教室の
種別を紹介する。

本情報を取組①のWEBで公開し、広く情
報を配信する

WEBサイトにまとまった内容を効果的
に情報発信でき、だれでもアクセスしや
すい環境を作るための、アプリの仕様を
固めていく。

前年度の調査対象のみならず、同様
の事例がある団体も調査し、多くの

団体の情報を掲載する。

取組①②の情報が更に分かりや
すくなうようアプリを設計
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰWEBサイト構成案

１．「知る」
自転車交通安全ルール・青切符制度紹介

２．「参加する」
自転車交通安全教室紹介·カリキュラム紹介

３．「学ぶ」 R8年度事業にて実施想定
オンライン体験型コンテンツ

WEBサイトでは「知る」、「参加する」、「学ぶ」の３つの概念を柱とし、青切符制度の紹介を主軸としながらも、自転車交
通安全について知識を深められるサイトを作成。
R7年度はその中でも「知る」、「参加する」についてまとめ上げ、R8年度に「学ぶ」コンテンツを追加する。

●青切符制度の説明 （青切符制度とは？）
└青切符導入の背景·目的 （近年の自転車交通事故数等）
└青切符制度の具体的内容 （今まで」と「これから」を例示）
└「学ぶ」コンテンツへ誘導 （R8年度追加項目）

●年代別自転車における特徴と注意点
└各年代別のサイクリングにおける注意点を紹介
└代表的なカリキュラムを掲載
●自転車交通安全教室の紹介
└教室表示 検索機能 （一覧表日、タグ付で検索可能）
└各教室の簡易的な紹介 (ポップアップ画面による簡易的なもの)
└各教室実施団体へのリンク

●テストケースによるクイズやQ＆A
└青切符に関係するもの
└青切符に関係しない一般ルール

自転車青切符制度について、不明な人が発生し
ない状態を作る。

自転車青切符制度について、学習コンテンツを
実装し、理解度を深めれる状態を作る。

交通安全ルールに不安を抱える人にたいして、
どのような教室があり、どこで受けることがで
きるのかが分かる状態を作る。

※各項目の内容については、警察庁作成のＷＥＢサイトの内容と調整・すり合わせを実施。

※「学ぶ」コンテンツについては、R8年度に実施を予定

R8
年
度

R7
年
度
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイトのポジショニングマッピング

自転車交通WEBサイトのポジショニングを以下のマトリクスにてマッピングを行った。
本事業では「網羅的かつ個別的」なポジションを目指すこととした。
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網羅的である

個別的＋体系的で
ある

中立的公的

本質的である

WEBサイトを作成するにあたり、大切な要素を以下のようにまとめ上げた。また、サイト名
やアクセス導線についても方針をまとめた。

自転車の交通ルールが網羅されている

【年代別：6分類】＋【シーン別：通勤・通学・買い物・サイクリング】

客観的データに基づいている

客観的データに基づいている

＜記を踏まえた上サイト名称（案）＞
自転車安全ポータル anzen-portal.jp
自転車安全白書 anzen-hakusyo.jp
The 自転車交通安全 the-anzen.jp

＜WEBサイトへの週きゅあく導線＞
「検索」や「aiの参照リソース」にヒットすることが最大の流入経路
＝本WEBサイトの信頼性（検索サイトがアルゴリズムで評価するサイトのレーティング）をあげること。

→ 【必要要素①】公的データや客観的事実に裏打ちされたファクトベースの構成
→ 【必要要素②】公的機関（警察）や業界団体から、本サイトに非リンクが設定される

＜要素について＞

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 必要な要素の整理



不可

網羅的客観データが取れない

（例：具体的にどの交通安全施策が、
事故発生減につながってあ相関関係
を表すことが出来ない。）

難

万人に普遍に権威的である
組織・人のお墨付きは片寄
が発生してしまう。

可

実際に事故件数が多いものか
らそれを防ぐためのカリキュ

ラムを作成する。
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方法論①

交通安全に寄与した実証データ
に基づき、正当性を示す

方法論②

権威（人や組織）に基づき、正
当性を示す

方法論③

普遍的ファクト（年代別自転車交
通事故や違反データ）に基づき、
その傾向から論理で正当性を示す

推奨するカリキュラム決定に伴い3つの方法論を検討し、実際の事故や違反データから傾向を
出す手法とした。

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 推奨カリキュラムの決定方法



ファクトに基づき、論理で正当性を示す ※データは暫定の集計数値

参照データ：
※2警察庁交通局「令和６年における交通事故の発生状況について」25/2月 https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/jiko/R06bunseki.pdf
※3日本損害保険協会「自転車の事故」24/8月 https://www.sonpo.or.jp/about/useful/jitensya/ctuevu0000005j2p-att/book_bicycle.pdf
※4警察庁交通局「自転車関連交通事故の状況」23/2月 https://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/bicycle/kentokai/01/siryou07.pdf

こうした実情を踏ま
え、年代毎に「目
標・重点学習要領・
提供団体」を独自に
定める
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前項で示した③の方向性に基づいたWEBサイトの掲載イメージ

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 推奨カリキュラムの決定方法

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/jiko/R06bunseki.pdf


【表面】
WEBサイトベースでのイメージ

【表面の主張を支える論拠】
独自の考え方を論説レポートとしてまとめる

カリキュラム作成のイメージ

15

前項で示した③の方向性に基づいたWEBサイトの掲載イメージ

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト カリキュラム作成のイメージ
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WEBサイトを作成するにあたり、2025年12月に公開された警察庁自転車ポータルサイトを参
考としながら、差別化を行った。

＜警察庁自転車ポータルサイト＞
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bicycle/portal/index.html

＜警察庁ポータルサイトとの差別化について＞

掲載項目と内容を精査し差別化を行った。

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 警察ポータルサイトとの関係性

https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bicycle/portal/index.html
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WEBサイトを作成するにあたり、2025年9月に策定された「自転車を安全・安心に利用するため
に－自転車への交通反則通告制度（青切符）の導入－（自転車ルールブック）（PDF）」を参考
とした。

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 警察自転車ルールブックとの関係性



サイト構成 内容 説明（伝えたいこと）

ヘッダー
●ロゴ （サイトタイトル）
●メニュー

【TOP】
●キービジュアル、画像の掲載
●Webサイトの説明
●各コンテンツの入り口

どのような目的をもってこのWebサイトが運営されいるか説
明する。
この完成度と納得感でWeb全体への見られ方が変わってくる。
堅い内容をいかに、興味を持ってもらえるか。

【知る】
自転車交通安全ルールについ
て

●青切符制度について（青切符制度とは何かを説明する）
└青切符導入の背景·目的・周辺情報
└青切符制度の具体的内容
………

●自転車の基本ルール（安全に走るための基本ルールを掲載する）
└自転車安全利用5則
└自転車の交通ルール
└自転車の装備
└保険について

青切符制度の内容を説明し、過去と何がどのように変わった
かを知らせる。
難しい内容で読み飛ばされる可能性があるので、分かりやす
い工夫をし、滞在時間を延ばすような工夫。
罰則の面をよりは「安全に楽しく」ということを強調。

【参加する】
自転車交通案電＆検索

●年代別自転車における特徴と注意点
└6類型ごとにまとめる

●自転車交通安全教室の紹介
└教室表示 検索機能 （一定条件で検索可能にする）

年代（発達段階）によって乗り方やリスクなどが異なる。
現状の事故件数のエビデンスをもとに、お墨付き（注意すべ
き点＝カリキュラム）を提示

各年代の特徴が分かったのちに「教室を検索する（こんなも
のがありますよ。）」できるようにする。年代別で検索でき
ればベスト。教室の種類を調べた結果次第？

※実際に個人で参加できる教室が少ない？ ＝＞ 団体のリ
ンクを掲載して、ユーザー自身が問い合わせ。

【学ぶ】
学習コンテンツ
※R8年度追加予定コンテンツ

※アプリに対応した簡易バージョンコンテンツ
青切符をはじめ、交通ルールの理解度をテストする場を設け
て学習効果をUP。
アプリの簡易版。R8追加

フッター

●問い合わせ
●サイトマップ
●利用規約・プライバシーポリシー
●運営団体
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WEBサイトに掲載する内容をまとめ上げ、以下のようなサイトマップを作成した。

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 構成案（サイトマップ）



TOPページを設定し、サイト内のコンテンツを整理し分かりやすく表示をした

■サイトタイトル：自転車ルール.jp
■サイトドメイン：https://jitensha-rule.jp/

＜TOPページ＞

19

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（TOPページ）



2026年4月から実施される自転車青切符制度について、内容を説明するページを作成した。

＜自転車青切符制度＞

20

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車青切符制度について）

通行区分違反 指定場所での一時不停止違反



「自転車の交通安全ルール」のページを作成し、一般的に自転車を乗るために必要な知識を網
羅するページを作成した。

＜自転車安全利用5則＞ ＜一般的な自転車のルール＞ ＜自転車事故発生理由＞
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全ルールについて）



＜道路を通行する上で主な交通ルール＞ ＜自転車の整備・点検＞

「自転車の交通安全ルール」のページを作成し、一般的に自転車を乗るために必要な知識を網羅
するページを作成した。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全ルールについて）



＜初めての「自転車保険」ガイド＞

「自転車の交通安全ルール」のページを作成し、一般的に自転車を乗るために必要な知識を網
羅するページを作成した。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全ルールについて）



＜ヘッダー部分（世代別で異なる自転車事故例）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。ヘッダー部分には「特に気を付けてほしい年代別事故例」を掲載
し、幼児期、小学生、中高生、大学生・社会人、子育て世代、高齢者の6類型ごとにまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜世代別で異なる自転車事故例（幼児期）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜世代別で異なる自転車事故例（小学生）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜世代別で異なる自転車事故例（中高生）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。

27

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜世代別で異なる自転車事故例（大学生・社会人）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。

28

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜世代別で異なる自転車事故例（子育て世代）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜世代別で異なる自転車事故例（高齢者）＞

各年代別の傾向から代表的な事故例を紹介するページを作成し、年代別に気を付ける点と防止策
を集約したページを作成した。

30

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別事故例）



＜ヘッダー部分（世代別で異なる自転車事故例）＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。ヘッダー部分には「自転車乗用中の年齢別死傷
者数の推移」を掲載し、幼児期、小学生、中高生、大学生・社会人、子育て世代、高齢者の6類
型ごとにまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。

＜幼児期＞

32

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。

＜小学生（低学年）＞

33

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。

＜小学生（高学年）＞

34

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



＜中高生（中学生）＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



＜中高生（高校生）＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



＜大学生・社会人＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



＜子育て世代＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



＜子育て世代＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



＜高齢者＞

各年代別の特色、事故傾向から重点的に学習するポイントまとめ上げたページを作成し、ライフ
ステージ別に対応するカリキュラムをまとめた。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



子育て世代のカリキュラムページ内に、PDFリンクを設定し、チラシデータとしてダウンロード
できるようにした。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（世代別交通安全カリキュラム）



全国各地で実施している自転車交通安全教室を調査し、各教室の情報を一覧化するページを作成、
一般消費者がアクセスしやすい環境を作った。
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WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全教室検索ページ）

＊次ページの協力依頼文書に対して、回答をいただいた団体の情報のみを掲載



全国各地で実施している自転車交通安全教室を調査するにあたり、以下の３つの属性に対し調査案
内を送付し、情報を集約した。

グループ属性 送付件数

【A】
官民連携協議会参画団体・
JBCF登録チーム

405件

【B】
全国の地方自治体（県・市町村）
＊メール配信＋一部問合せフォームよ
り案内

1,902件

【C】
その他自転車交通安全教室実施団体

94件

＜調査案内送付の概念図＞
＜調査案内送付件数＞
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調査案内送付合計 2,401件

回答件数合計 85件

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全教室検索ページ）



各団体に向け、以下の調査案内を送付した。

【A】官民連携協議会参画団体向け案内 【B】全国の自治体向け案内 【C】その他自転車交通安全教室実施団体向け案内

44

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全教室検索ページ）



各団体に向け、調査案内とともに登録フォームの案内を送付した。

【A】【B】【C】共通
登録フォームの案内

45

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 機能一覧（自転車交通安全教室検索ページ）



月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

教室
検索

WEB
原稿

WEB
再作

テストアッ
プ・校正

WEBサイト構
成確認

団体リストと情報のまとめ

年代別カリキュラム部分原稿作成

青切符、交通ルール部分原稿作成

統合年代別自転車基本ルール部分原稿作成

カリ
キュ
ラム
の有
効性
洗い
出し

掲載自転車教室の調査
①網羅調査先

②抽出調査先＋類似団体

WEB構成・デザイン、イラスト・素材作成

原稿
提出

子育
て世
代用
PDF作
成

WEBサイト作成を以下のスケジュールで実施した。

46

公開
3月26

日

WEBサイト（R7年度事業成果物：WEBサイトの制作および公開）
ｰ自転車交通安全情報サイト 制作スケジュール
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■終わりに

■調査主体・お問合せ



基本的にはWEBサイトのポジショニング・必要要素と変わらない

自転車交通安全コンテンツマッピング コンテンツに求められる要素

＋

WEBサイトにはない「コンテンツ性」を
アプリで保管できると良い
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アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの与件・構成案



アプリのターゲット① 前提

WEBサイトに比べて格段に利用されるハードルが高い

インストールされ
（安全系は1インストール獲得単価見込2000円以上）

ユーザー登録され
（インストールしても登録で3/4が離脱）

使い続けられる
（インストール後の1カ月後画面持続率は5%）
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アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの与件・構成案（ターゲット）



アプリのターゲット② そうした状況の中、最も強みを活かせるフィールドで勝負すべき

＜逆に勝負しちゃいけないところは？＞

・大衆ユーザーのマーケティング力
・コンテンツ単体の面白さ・奇抜さ（編集力）

＝そういう見せ方や表現が分かりやすい情報は、
アクセス稼ぎのメディアが無料＆わかりやすい
＆DL不要のアクセス性で沢山提供してくる。

＜自普協様・本事業ならではの強みは？＞

・業界団体のネットワーク
・各教室との接点

＝「自転車安全指導」という観点でユーザーと直で
繋がっている団体がたくさんいる

★彼らを介してユーザーに届けるのがベスト
★彼らのかゆいところに手が届くアプリに！

B to CB to  B to  C

本アプリ
自転車交通

安全指導団体
ユーザー

この団体さんが、安全指導において困っていることを
解決してあげるアプリにすれば、使ってもらえる！

×
ユーザーに直接届けようとすると

格段にハードルがあがる
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アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの与件・構成案（ターゲット）



アプリのターゲットに対する提供価値（団体さんが困っていることは？このアプリが解決できることは？）

①自転車交通安全を教えようとしているけど、「教材や教え方」に困っている人。
②「自転車交通安全習熟度認定」に困っている人。

対象
団体

機能②【検定＆習熟度認定機能】を使って
その人の自転車交通安全スコアを出せる
・アプリ上で「本テスト」を受ける。
・スコア表示され、証明できる。
・点数を証明することで：お祭りブースの景品もらえる

：自転車を安く買える
：自転車イベントに参加できる

機能①【多用途の問題出題機能】を使って
各団体のニーズにあった問題を出題できる

年代別：年齢に応じた
クイズ型自転車ルールクイズ＆解説

用途別：通勤・通学・登園・買い物・趣味乗りに
応じたクイズ型自転車ルールクイズ＆解説

このアプリが
あれば・・・

自転車交通安全界のTOEICのような立ち位置（免許よりはるかに緩いが、スコアに社会的な意味がある）
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想定対象団体 ① 教材・教え方で困っていること ② 習熟度認定・効果測定で困っていること

サイクリングイベント団体
イベント参加者向けの事前安全チェックや、ルール理解度の簡易テストを手軽に
実施したいが、その都度自作で作成するにはハードルが高く、・配布・回収する手
間が大きい。

イベント参加の条件として「一定のルールを理解していること」を示したいが、客観的な証
明手段がないため、自己申告のチェックシート提出に留まっている。

自転車メーカー

展示会やイベントブースで、来場者の興味を引く短時間で実施できる魅力的な
交通安全コンテンツが欲しい。
しかし、毎回企画・制作するのはリソース的に困難であり、発信する情報の正確
性（法改正への追従など）にも常に気を配る必要がある。

ブースでのクイズ正答者への景品提供は行っているが、一過性のものであり、参加者の
継続的な学習やブランドへのエンゲージメントに繋がっていない。

自治体・自治会
地元のお祭りや地域イベントで、子供から高齢者まで幅広い年齢層に対応でき
る標準教材が必要だが、手元にあるのは画一的なチラシや古いパネルのみ。
特に外国人住民向けの多言語対応教材が不足している。

イベント参加者に景品を渡して終わりになっており、地域の交通安全意識がどれだけ向
上したかを測定できず、次年度の予算要求の根拠が弱い。
活動の効果を客観的なデータで示したいというニーズが強い。

小学校・中学校
授業時間は限られており、体系的で効果的な交通安全教育を実施するための
標準化された教材や指導ノウハウが不足している。特に「なぜそのルールが必要
か」を生徒に納得させ、自分事として捉えさせるのが難しい。

生徒の交通ルール理解度を測りたいが、テストを作成・採点する手間がかけられない。
また、生徒一人ひとりの弱点を把握し、個別指導に繋げることができていない。

高等学校
「ながらスマホ」やイヤホン着用など、高校生特有の危険行動に特化した、生徒が
「ダサい」と感じないリアルな教材が不足している。教員自身も指導法に悩んでい
る。

青切符制度の対象となる16歳以上の生徒に対し、その内容とリスクを効果的に伝え、
理解度を確認する手段がない。
スケアードストレートは効果的だが、全校で実施するのは困難。

警察・交通安全協会
指導員の高齢化や人手不足が進む中、効率的に広範囲の住民へ教育機会を
提供する必要がある。特に、成人や高齢者といった、交通教室への参加率が低い
層へのアプローチに苦慮している。

講習会を実施しても、その場限りの知識習得に留まりがち。受講後の安全意識が持続
しているか、行動変容に繋がっているかを追跡・評価する仕組みがない。

NPO・市民団体
独自の優れた教育プログラムを持っているが、それを広く周知・展開するためのプ
ラットフォームがない。活動は情熱に支えられているが、運営リソース（特にIT
ツールやキックバイク等の機材）が不足している。

活動の社会的インパクト（例：教室参加者による理解度苦情・事故率の低下）を助
成金申請などのために証明したいが、効果測定のための客観的なデータを収集・分析
する手段がない。

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの与件・構成案（方向性）



機能①【多用途の問題出題機能】を使って
各団体のニーズにあった問題を出題できる

ライフステージを選択

アプリのイメージ

機能②【検定＆習熟度認定機能】を使って
その人の自転車交通安全スコアを出せる

児童期に学ぶべき
カリキュラムから出題。
（レベル1-10から選択）

レベルを選択すると
クイズ形式で履修

クイズで訓練したら
公式検定に挑戦

結果判定・公式スコア認定 公式スコアを利用した
認証・特典

＜割引特典など＞
※要：業界内調整

＜認証など＞
・スコア80以上で
ツール・ド・東北参加可

・
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アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの与件・構成案（方向性）
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アプリのパブリックリレーション

自転車交通安全を教える団体に
それぞれの現場で利用してもらうこと

検定結果に応じたメリット
（イベント参加や自転車関連割引など）を

業界に広げていくこと

検定の受講およびスコア上昇が
事故防止につながることをデータ示すこと

データ比較例
検定受講者 vs 社会全体者

ハイスコア獲得者 vs ロースコア獲得者

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの与件・構成案（方向性）



1. 本文書の目的

本文書は、一般財団法人日本自転車普及協会（以下、自普協）が令和8年度事業として開発を計画している「自転車交通安全アプリ」について、何を実
現したいのか（What）を明確にすることを目的とする。

2. プロジェクトの背景

2.1 社会的背景

自転車利用者の増加に伴い交通事故・違反が社会問題化。2024年の道路交通法改正で取締り強化、16歳以上への青切符制度も導入。交通安全教育の重要性が
かつてないほど高まっている。

2.2 現場の課題

課題①：教材・教え方の不足（標準教材なし、体系的カリキュラムなし、法改正追従困難）
課題②：習熟度認定・効果測定の困難さ（客観測定手段なし、第三者証明不可、予算根拠データなし）

2.3 協会の強み

業界団体として自転車交通安全指導団体と広いネットワークを保有。団体を介してエンドユーザーに届ける「B to B to C」モデルが最も効果的。

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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3. 事業の目的とゴール

事業目的：「自転車交通安全界のTOEIC」的な役割となることを目指すプラットフォームを構築し、
日本全体の自転車交通安全意識を向上させる。

ゴール 具体的な状態

教育機会の拡大 全国どこでも誰でもいつでも自転車交通安全を学べる環境を提供

習熟度の可視化 客観的なスコアにより、自転車交通安全の理解度を証明できる

団体の課題解決 教材・効果測定に困っている団体が、本アプリで課題を解決できる

データに基づく改善 利用データを分析し、教育効果を継続的に向上させる

業界全体の底上げ スコアに社会的価値を持たせ、安全意識向上インセンティブを創出

3.3 期待する効果

・自転車交通安全教育を受ける人数の増加
・交通ルール理解度の客観的な向上
・自転車関連事故・違反の減少（長期目標）
・協会のプレゼンス向上と業界内での求心力強化

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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4. ターゲットユーザーと提供価値

4.1 主要ターゲット（B to B）：自転車交通安全指導を行う各種団体

団体種別 抱えている課題 本アプリで解決したいこと

サイクリングイベント団体 参加者の安全チェックに手間がかかる 事前テストで参加条件クリアを証明させたい

自転車メーカー 展示会で使える魅力的な安全コンテンツがない ブースでクイズを実施し正答者に景品

自治体・自治会 お祭りで交通安全啓蒙したいが教材がない 幅広い年齢層対応クイズを簡単に実施

小学校・中学校 授業で使える標準教材がない 生徒の理解度を自動で測定・採点

高等学校 青切符制度を効果的に伝える手段がない 高校生が興味を持つ形で啓蒙

警察・交通安全協会 指導員不足で教育機会を広げられない 効率的に多くの住民に教育を届けたい

NPO・市民団体 活動の効果を証明するデータがない 助成金申請に使える客観的データ

4.2 エンドユーザー（B to B to C）：幼児 / 児童（小学生）/ 学生（中高生）/ 成人 / 高齢者 / サイクリング愛好家

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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5. 実現したい機能（要望レベル）

機能要望①

多用途の問題出題機能

年代・ライフステージに応じた問題出題
難易度選択による段階学習
解説付きでルールの理由を理解
イベント・授業等の多場面活用

機能要望②

検定・習熟度認定機能

公式検定による客観的スコア取得
証明書・QRコードでの第三者証明
スコア連動の特典
受験データの集計・分析

機能要望③

カスタムクイズ機能

団体独自のクイズセット作成
QRコードで即座に参加可能
アプリインストール・登録不要
正答率による景品条件設定

機能要望④

特典連携機能

サイクリングイベント参加資格
自転車関連商品の割引
保険料割引（将来構想）

機能要望⑤

データ分析・レポート

学習進捗・弱点の確認
団体別受講者データ集計
全体利用状況・事故率相関分析

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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第2部 要求定義書

6. 利用シーン（ユースケース）

シーン①：小学校での交通安全教室

教員がアプリで「児童期・レベル1」の問題出題 → 児童がタブレットで4択クイズに回
答 → 即座に採点・解説表示 → 教員が管理画面でクラス全体の正答率を確認
→ 弱点分野を把握し重点指導

シーン②：地域のお祭りでの交通安全ブース

自治会がカスタムクイズ作成（5問・全年齢向け）→ QRコード印刷・掲示 → 来場
者がスマホで読み取り挑戦 → 全問正解者にうちわ → イベント後レポート確認

シーン③：サイクリングイベントの参加条件

主催者が「スコア80点以上で参加可」と告知 → 参加希望者がアプリで検定受験
→ 80点以上取得しデジタル証明書発行 → 申込時にQRコード提示 → 主催者が
資格確認

シーン④：自転車販売店での割引適用

販売店が「スコア70点以上で5%割引」キャンペーン → 購入希望者がアプリで検定
受験 → 70点以上取得し証明書表示 → 店員が確認し割引適用

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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7. 対象プラットフォーム ／ 8. 関連プロジェクト ／ 9. 制約条件

7. 対象プラットフォーム

プラットフォーム 必要性 備考

iOS（iPhone/iPad） 必須 一般ユーザーの利用を想定

Android 必須 一般ユーザーの利用を想定

WEBブラウザ 必須 カスタムクイズはWEB版のみで提供

8. 関連プロジェクトとの連携

令和7年度事業：自転車交通安全啓発WEBサイト
・2026年3月26日公開
・本アプリとデザイン・ブランディングを統一
・WEBサイトとアプリで相互補完的なコンテンツ提供

9. 制約条件

予算

別途。ランニングコストを極力抑えられる設計とすること。

スケジュール

開発期間：2026年6月～2027年3月末（10ヶ月間）。本番公開：2027
年3月末。

コンテンツ

初期リリース時600問想定。問題作成は自普協が検討し、受託者とも協議の上
共同で開発する。

特典連携

特典連携先との調整は2026年6月～12月。12月までに連携先確定予定。

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書



10. 目標成功基準（KPI案）

指標 目標値 測定時期

アプリダウンロード数 10,000件以上 公開後6ヶ月

検定受験者数 5,000人以上 公開後6ヶ月

導入団体数 50団体以上 公開後1年

カスタムクイズ実施回数 100回以上 公開後1年

特典連携パートナー数 10社以上 公開時点

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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11. 2026年度の進め方

11.1 本文書の活用

1. 自普協内での合意形成 ― 本文書をもとに事業目的・方向性を確認
2. 開発ベンダーへの提示 ― 見積依頼時の基礎資料として使用
3. 要件定義への展開 ― 本文書をインプットとして詳細な要件定義を実施
4. 2026年度の関連予算に応じて、本要求定義の実施可能範囲について再度検討のうえ実施

11.2 次のステップ ― 令和8年度アプリ開発プロセス

No. 工程 時期

1 事業者・補助額決定 2026年6月頭

2 開発ベンダー決定 2026年6月中旬

3 要件定義フェーズの開始 2026年6月中

4 基本設計・詳細設計・構築 2026年7月～2027年1月末

5 各種データ登録（問題・解説など） 2026年12月～1月末

6 開発・テスト 2027年1月末～2月末

7 バグ改修 2027年3月

8 本番公開 2027年3月末

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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第2部 要求定義書

11.2 令和8年度 アプリ開発 時系列工程表（案・予定）

2026年 2027年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業者・予算額決定

開発ベンダー決定

要件定義

基本設計

詳細設計

構築（フロント＋バックエンド）

問題コンテンツ作成

各種データ登録

結合テスト

バグ改修

本番公開

準備 開発 コンテンツ テスト リリース

※ 想定工数・プロセス・納期は開発ベンダー選定後に精緻化予定

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書
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11.3 開発外のスケジュール（案・予定）

＜問題クイズ関連＞

工程 時期

問題作成 2026年7月～

問題確認・監査 2026年8月中旬

問題修正 2026年9月上旬

問題校了 2026年9月中

解説作成（図など含む） 2026年11月中旬

解説確認・監査 2026年12月中旬

解説修正 2026年12月中

解説校了 2027年1月中旬

問題登録 2026年12月～1月末

＜団体向け広報渉外活動＞

工程 時期

関連団体リストアップ 2026年6月中

団体向けセールスシート作成 2026年6月中

プロモート 2026年7月～11月

特典提供決定 2026年12月中

各種データ登録 2026年12月～1月末

＜交通教育団体への導入PR：B2B＞

・アプリのサービス紹介媒体制作（チラシ・ポスター）
・アプリのサービス紹介媒体制作（WEBサイト）
・アプリの媒体資料制作

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリの要求定義書

63



【1】ユーザー登録＞HOME

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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【2】練習問題

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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【3-1】公式検定（一連の流れ）

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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【3-2】公式検定（結果＆解説）

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図



【4】特典利用

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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第3部 画面イメージ＆遷移図

【5】カスタムクイズ出題（WEB版）

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図

69



【6】マイページ

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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第3部 画面イメージ＆遷移図

全体ページ遷移図（概略）

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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第3部 画面イメージ＆遷移図

要求画面一覧表（ユーザー向け）

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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要求画面一覧表（カスタムクイズ向け）

アプリ（R7年度事業成果物：R8年度事業に向けての設計準備）
ｰ制作アプリ 画面イメージ＆遷移図
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終わりに
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■終わりに

本年度（2025年度）は、初年度の調査結果を基盤として、専門情報サイト「自転車ルール.jp」の公開、ならびに
次年度に向けた交通安全教育アプリの設計準備を完了することができました 。本事業の推進にあたり、多大なるご
協力を賜りました関係機関、ならびにヒアリングや調査にご協力いただいた各団体の皆様に、心より御礼申し上げ
ます。

次年度（2026年度）は、本3か年計画の最終年度として、今回設計準備したアプリの本格的な開発・提供、およ
び実証調査へとフェーズを移行いたします 。本年度構築したWEBサイトと、次年度開発するアプリを両輪として
活用し、「誰もが自転車交通安全ルール・マナーを正しく理解している社会」の実現 、ひいては自転車関連事故の
減少に向けて、より一層尽力してまいります。

関係各位におかれましては、引き続き変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

一般財団法人日本自転車普及協会
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競輪補助事業

この調査研究は競輪の補助を受けて実施いたしました。
https://www.jka-cycle.jp/
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■調査主体：一般財団法人日本自転車普及協会
事業推進課(担当：村山)
業務課(担当:自転車文化センター 岩井)

■調査受託者・お問合せ先（事務局）
株式会社ルーツ・スポーツ・ジャパン
担当：羽生（はぶ）
TEL：03－3354-3900／MAIL ： info@roots-sports.jp

調査主体

https://www.jka-cycle.jp/
https://www.jka-cycle.jp/
https://www.jka-cycle.jp/
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